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Ⅵ おわりに 
 
 糖尿病と２１世紀の文明の位置づけを考える―先進国・途上国共通の全世界的問題とし

て 
世界的に見て、長寿化と生活水準の向上により、感染症から非感染症そして慢性疾

患の増加へと疾病の構造がシフトしてきていることは前述した。感染症に関しては、

医療による治療が不可欠であるが、2 型糖尿病をはじめとする慢性疾患の原因の多くは、

生活習慣と深く関わっていることは、ほぼ確実であり、自己管理を中心とした予防が

中心とすることで、医療費の抑制に繋がるものと期待できる。「病気になってから治療

する」のではなく「病気にならない、なりにくい生活習慣を身につけ、健康を維持す

る」ことに重点を置くことにシフトして行くのが望ましいあり方と考える。 
医療技術の発展と共に医療費の高額化は必至であり、技術の進歩は喜ばなければな

らない。しかし、より多くの人々がより平等に治療を受けるために保険制度は維持し

なければならず、そのためには限りある医療費を有効に使わなければならない。各国、

年々高騰し続ける医療費の抑制には必死に取り組んでいるが、抑制の有効な手段は、

医療施設の経営及び薬剤配分の効率化と予防可能な疾患を予防することが新たな治療

法の開発よりも実現可能な手段であるものと考える。 
生活習慣病の予防のためには、自己管理が大切であることはいうまでもないが、医

療や保健の面だけから予防策を唱え、指導、教育するには限界がある。経済発展中心

とした商業主義のいわゆる現代文明は全世界的に広がりを見せており、効率重視に向

かうあまり、伝統的な生活習慣を軽視する傾向へ向かっていっている。食習慣におい

ては、手軽に摂取でき、栄養バランスを欠く高カロリーの菓子類・インスタント食品・

ファーストフードが伝統的な食事に取って代わられ、コンピューターゲームの普及に

より子供たちが野外で遊ぶ機会が少なくなり、便利で効率的なライフスタイルが運動

不足を引き起こし、生活習慣病の引き金になっている。これらの食物や電化製品など

の商品を購入させるために提供者側もマーケッティング徹底的に行い、効果的な宣伝

を行い、消費意欲を最大限引き出そうと努力しているため、健康に悪いと頭では理解

していても実践を伴うのが難しいのが実情と考えられる。 
自動車、電化製品を始めさまざまな製品・商品を大量生産し、そして、それらを購

入するために金銭的収入を得るために農村人口の都市への大量流入により都市の過密

化、ひいては伝統的な家庭や地域共同体の崩壊をも引き起こしているのが現状であろ

う。日本でも“孤食”が問題化してきており、かつての一家団欒という言葉は死語に

なりつつある危機にある（2003 年 8 月 11 日発行、ＡＥＲＡ誌の記事 p.１０～１３に

よれば、日本の中学 1 年生 61 人の調査によれば、1 割は夕食を一人きりで取り、1 割

は子供たちのみで夕食をとっており、インスタント食品、コンビニエンスストアでの

出来合いの食事に頼っている内容の記事が掲載されている。2002 年 9 月 9 日発行の
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TIME 誌にも、シンガポール、香港を中心としたアジア諸国でも子供が 1 人でファー

ストフード偏った食事をすることが多くなり、子供の 2 型糖尿病が広まっているとい

う記事が掲載されている）といわれている。 
家族の団欒を実現させるために、また、健康、生活習慣に関心を持つための余裕を

持つためには、労働時間の短縮を含め、産業界の協力も必要であろう。家族、地域の

人々と精神的な満足を得ながら食事をすることで、過食を防ぐ効果も期待でき、2 型糖

尿病の予防だけではなく、高血圧や心疾患など生活習慣病全般を予防することをも期

待できるものと考える。 
2 型糖尿病の予防策、つまり健康を維持するための生活習慣実践することを通じ、大

量消費に支えられた商業主義的現代の文明を再考し、目先の経済発展ではなく、持続

可能な人類の未来の発展を考えるべき時期と提言したい。 
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